
  

ど
の
よ
う
な
内
容
が

  

受
け
皿
事
業
で
実
施
さ
れ
て
い
る
か

シリーズ連載

　本シリーズでは、身体活動や運動を通した健康づくりへの

取り組みを紹介します。

　身体活動・運動を通した健康づくりへの取り組み

第４回 全4回シリーズ

　

前
々
回
、
介
護
予
防
事
業
（
運
動
教
室
）
が
終
了
す
る

と
運
動
を
継
続
で
き
な
い
高
齢
者
が
多
い
と
指
摘
し
ま
し

た
。
本
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
と
な
る
本
稿
で
は
、
こ
の
問

題
に
対
し
て
全
国
の
自
治
体
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
本
稿
で
は
「
二
次
予

防
事
業
（
旧
称
：
特
定
高
齢
者
事
業
）」
を
介
護
予
防
の

柱
に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
運
動
教
室
の

実
施
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
教
室
が
終
了
し
て

も
自
主
的
に
運
動
を
継
続
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
た

め
、
教
室
期
間
中
に
環
境
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

に
取
り
組
む
必
要
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

（１） 

（２）
。
本
稿
で

は
、
こ
の
よ
う
な
環
境
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
、

さ
ら
に
は
修
了
生
を
対
象
に
し
た
継
続
運
動
教
室
と
い
っ

た
取
り
組
み
を
「
受
け
皿
事
業
」
と
呼
び
ま
す
。

　

全
国
の
実
態
を
調
査
す
る
た
め
、
質
問
紙
を
郵
送
し
、

事
業
担
当
者
に
記
入
し
て
も
ら
っ
た
後
に
返
送
し
て
も
ら

う
方
法
を
用
い
ま
し
た
。

（１）
対
象

　

各
都
道
府
県
か
ら
５
０
０
自
治
体
を
抽
出
し
ま
し
た

（
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
を
除
く
）。
抽
出
後
、
二
次

予
防
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
担
当
課
へ
質
問

紙
を
郵
送
し
ま
し
た
。

（２）
質
問
紙

　

ま
ず
、
受
け
皿
事
業
の
有
無
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。

「
無
し
」
あ
る
い
は
「
中
止
し
た
」
と
回
答
し
た
場
合
、

そ
の
理
由
を
尋
ね
ま
し
た
。
ま
た
、「
有
り
」
と
回
答
し
た

場
合
、
そ
の
内
容
を
尋
ね
ま
し
た
。

　

２
１
０
の
自
治
体
か
ら
質
問
紙
を
返
送
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
図
１
の
円
グ
ラ
フ
に
示
す
よ
う
に
、
全
体
の
57
％

に
あ
た
る
１
２
０
自
治
体
が
受
け
皿
事
業
を
実
施
し
て
い

る
と
回
答
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
１
２
０
自
治
体
に
お
け
る

市
町
村
の
内
訳
は
図
１
の
棒
グ
ラ
フ
に
示
す
と
お
り
で
し

た
。
こ
の
割
合
は
、
質
問
紙
を
返
送
し
て
く
れ
た
２
１
０

自
治
体
に
お
け
る
市
町
村
の
割
合
と
同
程
度
で
し
た
。
つ

ま
り
、「
市
だ
か
ら
実
施
し
て
い
る
」「
村
だ
か
ら
実
施
し
て

い
な
い
」
等
と
は
言
え
な
い
結
果
で
し
た
。

　

一
方
、
実
施
し
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
中
止
し
た
自
治

  

運
動
教
室
に「
来
な
い
」と
い
う
問
題

  

全
国
の
自
治
体
に
お
け
る
受
け
皿
事
業
の
実
施
率

　　三重大学教育学部　准教授 重
し げ

松
ま つ

 良
りょう

祐
す け

介護予防事業後の
「受け皿」について

体
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
委
託
先

（
指
導
者
）
が
い
な
い
」
が
も
っ
と
も
多
く
（
21
％
）、
次

い
で
「
他
の
事
業
で
忙
し
い
」「
予
算
が
不
十
分
」（
と
も

に
17
％
）
と
続
き
ま
し
た
。

　

実
施
す
る
ね
ら
い
（
目
的
）
と
し
て
、「
交
流
促
進
」
が

も
っ
と
も
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
１
２
０
自
治
体

の
49
％
）
次
い
で
、「
運
動
機
会
の
確
保
」（
29
％
）、
「
介

護
認
定
数
の
抑
制
」（
16
％
）
と
続
き
ま
し
た
。

　

自
治
体
の
受
け
皿
事
業
へ
の
年
間
予
算
は
、
全
体
の

25
％ 

の
自
治
体
に
お
い
て
２
０
０
万
円
以
上
で
し
た

（
表
１
の
Ａ
）。
参
加
者
の
年
間
負
担
額
に
つ
い
て
は
０
円

と
す
る
自
治
体
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
２
～
３
千
円
と

す
る
自
治
体
も
25
％
程
度
あ
り
ま
し
た
。
受
け
皿
事
業
の

形
態
と
し
て
は
、「
修
了
生
を
対
象
と
し
た
教
室
」
や
「
他

の
教
室
・
団
体
へ
の
斡
旋
」
が
多
か
っ
た
で
す
（
表
1
の

Ｂ
）。
頻
度
は
週
１
～
２
回
（
37
％
）、
あ
る
い
は
月
１
～

３
回
（
39
％
）
に
回
答
が
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

　

運
動
内
容
と
し
て
、「
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
や
「
ス
ト

レ
ッ
チ
」「
軽
体
操
」
が
上
位
３
種
目
に
挙
げ
ら
れ
ま
し
た

（
表
1
の
Ｃ
）。「
そ
の
他
」
と
し
て
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
脳
機

能
賦
活
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
バ
ラ
ン
ス
運
動
、
ボ
ー
ル
体
操

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
運
動
が
30
～

90
分
間
か
け
て
提
供
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
教
室
運
営
に
あ

た
っ
て
の
配
慮
と
し
て
、「
各
自
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
る
」

「
体
調
に
留
意
す
る
」
が
多
く
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。「
そ
の

他
」
と
し
て
は
、
情
報
提
供
や
、
欠
席
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
、

家
族
あ
る
い
は
介
護
職
者
の
同
伴
が
あ
り
ま
し
た
（
表
1

の
Ｄ
）。
と
こ
ろ
で
、
受
け
皿
事
業
に
繰
り
返
し
て
参
加

す
る
こ
と
を
制
限
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
設
問
に
対
し

て
、
85
％
の
自
治
体
が
「
制
限
し
て
い
な
い
」
と
回
答
し

ま
し
た
。
一
方
、「
制
限
し
て
い
る
」
場
合
は
、
最
長
で

１
年
間
と
す
る
自
治
体
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
参
加
者
側
か
ら
見
た
概
要
を
説
明
し
ま
す
。
主

な
移
動
手
段
は
、「
車
や
バ
イ
ク
」「
徒
歩
」
で
し
た
（
表

２
の
Ｅ
）。
受
け
皿
事
業
に
参
加
し
た
結
果
、
ど
の
よ
う

な
運
動
種
目
が
習
慣
化
さ
れ
た
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」「
ス
ト
レ
ッ
チ
」「
軽
体
操
」
が
多
く

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
種
目
は
、
受
け
皿
事
業
で

提
供
し
て
い
る
運
動
種
目
（
表
１
の
Ｃ
）
と
同
じ
で
す
。

「
そ
の
他
」
と
し
て
、
公
園
体
操
や
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ご
当
地
体
操
と
い
っ
た
種
目
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
（
表
２
の
Ｆ
）。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
受
け
皿
事
業
が
運
動
の
習
慣

化
に
繋
が
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
自
治
体
は
、
受
け
皿
事

業
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
71
％
で
し
た
（
図
２
）。

ま
た
、
も
っ
と
も
多
か
っ
た
受
け
皿
事
業
形
態
で
あ
る

「
修
了
生
を
対
象
と
し
た
教
室
」
を
開
催
し
て
い
る
自
治

体
だ
け
で
解
析
し
た
と
こ
ろ
、
高
齢
者
の
運
動
習
慣
化
に

繋
が
っ
た
と
い
う
回
答
（
73
％
）
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

  

取
り
組
み
の
実
態
調
査

  

受
け
皿
事
業
の
ね
ら
い
は
何
か

図2．6カ月が経過した時点での体重減少量

「本人」とは、介入を直接受けた人を指す（男女混在）。「配
偶者」とは、介入に参加した人の配偶者を指す。ただし配偶
者全員の体重を聞き取れなかったので、本人の人数よりも少
ない。（中田と重松3）より筆者作図）

強介入群

弱介入群

■本人　■配偶者

対照群

0 2 4 6 108 （kg）

表１．受け皿事業の概要（事業者側）

強介入群

弱介入群

■本人　■配偶者

対照群

0 2 4 6 108 （kg）

「本人」とは、介入を直接受けた人を指す（男女混在）。「配
偶者」とは、介入に参加した人の配偶者を指す。ただし
配偶者全員の体重を聞き取れなかったので、本人の人
数よりも少ない。（中田と重松（3）より筆者作図）

実施している：
120自治体
（57％）

実施していない：
86自治体
（41％）

中止した：
4自治体（2％）

（A）年間予算 （B）形態 （C）運動種目 （Ｄ）配慮

10万円未満

10～50万円

50～100万円

100～200万円

200万円以上

その他

修了生を対象
とした教室

他の教室・
団体への斡旋

自主グループ
支援

ボランティア
指導者の育成

28% 筋力
トレーニング

各自のペースに
合わせる 23%

体調に留意 23%

話を聞く 20%

仲間との交流 20%

障害への対応 10%

運動中の会話を
妨げない 2%

その他 3%

ストレッチ
（ヨガを含む）

軽体操
（ラジオ体操を含む）

レクリエーション

教室内容の
復習

ウォーキング

エアロビクス

その他

23%

17%

9%

体力測定会 6%

同窓会・イベント 4%

電話動機づけ 1%

その他 12%

16%

19%

16%

11%

25%

14%

返送数：
210自治体

行政区別にみた割合

65市（54％）

47町（39％）

8村（7％）

23%

22%

21%

15%

4%

3%

1%

10%

図2．6カ月が経過した時点での体重減少量

「本人」とは、介入を直接受けた人を指す（男女混在）。「配
偶者」とは、介入に参加した人の配偶者を指す。ただし配偶
者全員の体重を聞き取れなかったので、本人の人数よりも少
ない。（中田と重松3）より筆者作図）

強介入群

弱介入群

■本人　■配偶者

対照群

0 2 4 6 108 （kg）

表２．受け皿事業の概要（参加者側）

強介入群

弱介入群

■本人　■配偶者

対照群

0 2 4 6 108 （kg）

「本人」とは、介入を直接受けた人を指す（男女混在）。「配
偶者」とは、介入に参加した人の配偶者を指す。ただし
配偶者全員の体重を聞き取れなかったので、本人の人
数よりも少ない。（中田と重松（3）より筆者作図）

実施している：
120自治体
（57％）

実施していない：
86自治体
（41％）

中止した：
4自治体（2％）

（Ｅ）移動手段 （Ｆ）習慣化

車やバイク

徒歩

開催者の送迎

巡回バス

自転車

電車やバス

家族の送迎

介護タクシー

筋力
トレーニング 29%

ストレッチ
（ヨガを含む） 26%

軽体操
（ラジオ体操を含む）23%

ウォーキング 14%

水中運動 3%

エアロビクス 1%

その他 3%

30%

30%

16%

9%

7%

4%

3%

2%

返送数：
210自治体

行政区別にみた割合

65市（54％）

47町（39％）

8村（7％）実施している：
120自治体
（57％）

実施していない：
86自治体
（41％）

中止した：
4自治体（2％）

返送数：
210自治体

図１．受け皿事業の実施の有無

行政区別にみた割合

65市（54％）

47町（39％）

8村（7％）

三重の国保 Vol.360 12三重の国保 Vol.36013



シリーズ連載　身体活動・運動を通した健康づくりへの取り組み

  

受
け
皿
事
業
を
成
功
さ
せ
て
い
る
自
治
体
の
例

  

終
わ
り
に（
シ
リ
ー
ズ
の
ま
と
め
）

行政区別にみた割合

65市（54％）

47町（39％）

8村（7％）

繋がっている：
85自治体
（71％）

未把握：
31自治体
（26％）

繋がって
いない：
4自治体
（3％）

事業実施：
120自治体

図2．6カ月が経過した時点での体重減少量

「本人」とは、介入を直接受けた人を指す（男女混在）。「配
偶者」とは、介入に参加した人の配偶者を指す。ただし配偶
者全員の体重を聞き取れなかったので、本人の人数よりも少
ない。（中田と重松3）より筆者作図）
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強介入群
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■本人　■配偶者

対照群

0 2 4 6 108 （kg）

「本人」とは、介入を直接受けた人を指す（男女混在）。「配
偶者」とは、介入に参加した人の配偶者を指す。ただし
配偶者全員の体重を聞き取れなかったので、本人の人
数よりも少ない。（中田と重松（3）より筆者作図）

実施している：
120自治体
（57％）

実施していない：
86自治体
（41％）

中止した：
4自治体（2％）

（Ｅ）移動手段 （Ｆ）習慣化

車やバイク

徒歩

開催者の送迎

巡回バス

自転車

電車やバス

家族の送迎

介護タクシー

筋力
トレーニング 29%

ストレッチ
（ヨガを含む） 26%

軽体操
（ラジオ体操を含む）23%

ウォーキング 14%

水中運動 3%

エアロビクス 1%

その他 3%

30%

30%

16%

9%

7%

4%

3%

2%

返送数：
210自治体

行政区別にみた割合

65市（54％）

47町（39％）

8村（7％）

図３．篠栗方式循環型介護予防事業 〈篠栗町の資料に筆者（重松）が文章を追加〉

事業形態別にみた習慣化の割合

二次予防事業（特定高齢者）

月500円

健康くらぶの希望者が介護支援ボランティア*として参画

6か月2,000円

6か月2,000円
6か月3,000円 11回1,100円

10回2,000円

年2,000円

介護支援
ボランティア*
として参画

介護支援ボランティア*
として参画

運動機能向上 運動コース 音楽コース

はつらつセミナー
週２回、６か月

わくわくセミナー
週１回

健康くらぶ
（７５歳以上）

月２回

楽しい音♪学園
（キーボード教室）

月２回

オアシス♪
音楽サロン
月１回

地区公民館
・いきいきサロン
・自主グループ　など

オアシス歩こう会
週１回

いきいきセミナー
（６５歳以上）
月２～３回
（５～９月）

公募

一次予防事業（一般高齢者）

修了生を対象とした教室を開いている自治体

の73％が「繋がっている」と判断している。
73％

他教室・団体への斡旋を実施している自治体

の72％が「繋がっている」と判断している。
72％

自主グループを支援している自治体の74％が

「繋がっている」と判断している。
74％

1.5～ 2年間でわくわ
くセミナーに移行。
6か月毎に昼食会。

隔週で、集団指導と個別
指導（マシン）を実施。
0.5～ 2年間くらいで健康
くらぶに移行。

これとは別に月2回、トレーニングルー
ムでの個別運動があり、計4回になる。
町内に3クラスある。
送迎は無いが、巡回バスが有る。
6か月に１回、野外活動（バス遠足）が
ある。参加は会員のみ。
栄養や口腔の指導を定期的に含める。

運動の苦手な人、運
動禁忌の人向けに開
設。
半年に１回、発表会。

楽器演奏の苦手
な人が参加。

管轄している社会福祉協
議会と協働している。
ここで運動できなくなって
しまった人には、はつらつ
セミナーに移行することを
勧めている。いきいきセミナーの修了生が

集っている（複数箇所ある）。
月１回は専門家による指導。こ
れにより、ボランティアが指導ノ
ウハウや知識を学べる。
上着の上に羽織ることのできる
大きいＴシャツ（赤色）を着て、
広告塔の役割も果たしている。

体力がある人が集まって
いる。
ウォーキングが多い。

送迎有り。
チェックリストを用いて参加の可否を判断。
はつらつセミナー終了後、健康くらぶへの移行を勧めてい
たが、自信がないなどの理由でうまく移行できなかった。そ
こで、わくわくセミナーを途中から開設するようになった。
わくわくセミナーで自信がついたら、健康くらぶへ移行。つ
かない場合は、セミナーに残る。

２名の保健師が、高齢者を訪問し、事業への参加を勧め
ている。
運動禁忌者には適切な治療について助言している。

○参加条件は、６５歳以上、かつ要介護（支援）認定を受けてい
ないこと。
○上記の教室の一つに参加できる。ただし、教室に参加していても、
「オアシス歩こう会」と「地区公民館（いきいきサロン、自主グルー
プ）」には、重複して参加できる。
○同じ指導者がいろいろな場所で指導しているため、高齢者は参
加することに不安を持たない。

* ボランティア回数によって、
最大で1年間に5,000円の
受給が可能。

介護支援ボランティア*
として参画

介護保険
受給者も

公募元気

「
他
の
教
室
・
団
体
へ
の
斡
旋
」
や
「
自
主
グ
ル
ー
プ
の

立
ち
上
げ
支
援
」
と
い
っ
た
事
業
形
態
に
お
い
て
も
、
多

く
の
自
治
体
が
習
慣
化
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
回
答
を

示
し
て
い
ま
し
た
（
図
２
）。

　

受
け
皿
事
業
を
継
続
し
、
参
加
者
を
多
く
集
め
て
い
る

自
治
体
の
中
か
ら
、
福
岡
県
糟
屋
郡
篠
栗
町
を
選
定
し
、

そ
の
様
子
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
篠
栗
町
は
、
福
岡

市
か
ら
東
に
約
12
㎞
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
（
面
積
38
・

9
㎢
、
総
人
口
3 

1
，2
7
4
人
）。

　

篠
栗
町
で
は
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
全
戸
配
布
す
る

方
法
を
と
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
高
齢
者
に
直
接
会

い
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
適
用
し
て
い
ま
す
。
介
護
予
防

の
た
め
の
運
動
教
室
は
、
地
区
公
民
館
で
の
教
室
も
含
め

て
６
種
類
あ
り
、
各
高
齢
者
の
身
体
状
況
や
動
機
、
年
齢

な
ど
の
条
件
に
応
じ
て
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

（
図
３
）。
ま
た
、
運
動
の
苦
手
な
高
齢
者
の
た
め
に
音
楽

教
室
を
別
途
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
音
楽
教
室
で
は
楽

器
演
奏
や
合
唱
に
加
え
、
徒
手
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
適

宜
加
え
て
い
ま
す
。
運
動
教
室
や
音
楽
教
室
で
経
験
を
積

ん
だ
高
齢
者
の
一
部
が
、
他
の
教
室
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
画
し
て
も
ら
う
よ
う
な
仕
組
み
（
篠
栗
方
式
循
環

型
介
護
予
防
事
業
）
も
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

図
３
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

私
が
篠
栗
町
の
受
け
皿
事
業
の
様
子
を
見
せ
て
も
ら

い
、
事
業
の
内
容
を
解
説
し
て
も
ら
っ
た
と
き
、
次
の
よ

う
な
感
想
を
抱
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
熱
心
に
・
イ
キ
イ

キ
と
・
誇
り
を
持
っ
て
、
自
治
体
職
員
が
活
動
し
て
い
る

な
ぁ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
課
題
や
問
題
に
対

し
て
は
参
加
者
や
関
連
部
署
の
職
員
を
巻
き
込
ん
で
解

決
す
る
と
い
う
積
極
性
も
伺
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
回
の

調
査
に
は
含
め
な
か
っ
た
要
素
（
質
問
項
目
）
で
す
が
、

受
け
皿
事
業
の
実
施
・
継
続
に
は
欠
か
せ
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
（
以
上
の
質
問
紙
調
査
お
よ
び
視
察
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
２
年
度
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
助
成
を
受
け
て
実

施
し
ま
し
た
。）

（３）

　

本
シ
リ
ー
ズ
「
身
体
活
動
・
運
動
を
通
し
た
健
康
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
」
は
、
今
回
で
終
わ
り
ま
す
。
今
ま
で

の
内
容
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
１
回
目
に
、
運
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
運
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
だ
け
で
な
く
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
２
回
目
に
は
、
高
齢

者
の
運
動
を
促
進
さ
せ
る
工
夫
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

「
来
な
い
」「
家
で
や
ら
な
い
」
と
い
っ
た
問
題
の
解
決
に

繋
が
る
ヒ
ン
ト
を
示
し
ま
し
た
。
３
回
目
に
は
、
外
部
か

ら
の
働
き
か
け
で
身
体
活
動
量
を
増
や
す
方
法
を
解
説
し

ま
し
た
。
家
族
や
自
宅
周
辺
環
境
は
、
そ
の
人
の
身
体
活

動
量
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今

回
は
「
運
動
が
続
か
な
い
」
と
い
う
問
題
に
着
目
し
、
自

治
体
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

本
シ
リ
ー
ズ
を
お
読
み
に
な
っ
て
い
る
方
に
は
、
自
治

体
職
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
紹
介
し
た
内
容
が
少
し
で
も
今
後
の
お
役
に
立
つ
の

で
あ
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
三
重
大
学
（
私
の
研
究
室
）
で
は
本
シ
リ
ー
ズ

で
採
り
あ
げ
た
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
事
業
を
市
町
に
提
供

し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
住
民
の
意
識
を
高
揚
す

る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
を
開
き
、
運
動
教
室
を
定
期

的
に
開
催
し
ま
す
。
教
室
に
来
な
い
人
に
焦
点
を
絞
っ
た

ア
プ
ロ
ー
チ（
誘
い
）も
実
施
し
ま
す
。
電
話
を
用
い
た
り
、

少
人
数
グ
ル
ー
プ
の
力
を
活
用
し
た
り
す
る
の
で
す
。
運

動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
、
そ
の
後
の
活
動
支
援
も
行

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
住
民
が
自
立
・
自
律
し
た

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
こ
と
を

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

行政区別にみた割合

65市（54％）

47町（39％）

8村（7％）

繋がっている：
85自治体
（71％）

未把握：
31自治体
（26％）

繋がって
いない：
4自治体
（3％）

事業実施：
120自治体

図2．6カ月が経過した時点での体重減少量

「本人」とは、介入を直接受けた人を指す（男女混在）。「配
偶者」とは、介入に参加した人の配偶者を指す。ただし配偶
者全員の体重を聞き取れなかったので、本人の人数よりも少
ない。（中田と重松3）より筆者作図）

強介入群

弱介入群

■本人　■配偶者

対照群

0 2 4 6 108 （kg）

強介入群

弱介入群

■本人　■配偶者

対照群

0 2 4 6 108 （kg）

「本人」とは、介入を直接受けた人を指す（男女混在）。「配
偶者」とは、介入に参加した人の配偶者を指す。ただし
配偶者全員の体重を聞き取れなかったので、本人の人
数よりも少ない。（中田と重松（3）より筆者作図）

実施している：
120自治体
（57％）

実施していない：
86自治体
（41％）

中止した：
4自治体（2％）

（Ｅ）移動手段 （Ｆ）習慣化

車やバイク

徒歩

開催者の送迎

巡回バス

自転車

電車やバス

家族の送迎

介護タクシー

筋力
トレーニング 29%

ストレッチ
（ヨガを含む） 26%

軽体操
（ラジオ体操を含む）23%

ウォーキング 14%

水中運動 3%

エアロビクス 1%

その他 3%

30%

30%

16%

9%

7%

4%

3%

2%

返送数：
210自治体

行政区別にみた割合

65市（54％）

47町（39％）

8村（7％）

図２．受け皿事業は運動習慣化に繋がっているか

事業形態別にみた習慣化の割合

73％

修了生を対象とした教
室を開いている自治体
の73％が「繋がってい
る」と判断している。

他教室・団体への斡旋
を実施している自治体
の72％が「繋がってい
る」と判断している。

72％

74％

自主グループを支援し
ている自治体の74％
が「繋がっている」と
判断している。
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